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熱心に聞き入る参加者 藤巻院長先生 質問に立つ参加者

東和保健センター＆明日の小山田を考える会の共催で去る１１月２６日（木）「健康ア

ップ講座in小山田」を開催しました。

今年は「藤巻胃腸科内科クリニック 院長 藤巻英二氏」をお招きし、『糖尿病』につい

てご説明頂きました。糖尿病の原因は【食べ過ぎ・飲み過ぎ・運動不足】です。４０名

の参加者は熱心に藤巻先生の話に耳を傾けていました。また、逆流性食道炎をはじめ多

数質問が出るなど、参加された方からは大変有意義な講座であったとの声が寄せられま

した。

小山田地域の皆様 新年あけましておめでとうございます。

明日の小山田を考える会では、地域の皆さんの絆を大切に、この小山田地域に住んでよかっ

た、ずっと住み続けたい、と思えるような地域づくりを皆さんの参画とご協力のもとに創って

いくべく様々な事業に取り組んでいます。

さて、今年４月から小山田振興センターに常駐している市の職員が引き上げられます。それ

に代わって、非常勤の職員が市から派遣されます。

また、地域づくり交付金は、来年度も同じ額の配分が予定されていますが、その使途等につ

いては、市の方針では次のようになります。

① 公民館の備品については、自己負担が求められます。

これまでは、全額地域づくり交付金を充ててきましたが、これからは半額の補助になる予定です。

② 使った地域づくり交付金については広く花巻市民に公開されます。

これまでは、地域づくり交付金の使途については明日の小山田を考える会の総会で承認された

ものを地域内のみに公開してきましたが、26年度分から市内全域に広く公開されます。

＊これらのことから執行部では、地域づくり交付金に係る使途について細部に

わたり基準を定めるべく検討をいたしております。詳細については、今後部会

などで検討していきます。

今年も住み良い小山田を目指し、地域の皆様の参画とご協力をお願い申し上げますとと

もに、皆様にとって最良の1年でありますようご祈念申し上げます。

明日の小山田を考える会 会長 菊池 保守



◎企画建設部「市道法面支障木処理事業」（市道外谷地3号線）

「市道集水枡設置事業」（市道志田口線）

「市道側溝蓋設置事業」（市道北小山田小山田駅前線）

◎教育振興部「おやまだ村誌印刷事業」

「旧小山田小跡地整備事業」

「公民館施設整備助成事業」（南川目上集会所 ブルーヒーター）

◎生活環境部「地域史跡等環境保全補助事業」（7件中6件完了）

「通学路バス停整備事業」（滝沢寺前バス停）

「交通安全対策事業」（のぼり旗購入等）

◎産業振興部「小山田地区中核農業者研修事業」

◎総務部「東和コミュニティ合同視察研修参加事業」

今年で３年目となる東和地域コミュニティ会議合同視察研修を11月6日(木)に開催しまし

た。今回は小山田が開催担当となり、復興支援を兼ねて釜石・大槌・大船渡方面を企画。総

勢32名、うち小山田からは5名の方に参加して頂きました。

大槌ではNPO法人テラ・ルネッサンス「大槌刺し子プロジェクト」を訪問。震災後地域の

方々が手を取り合い、刺し子でまちづくり・地域活性化に繋げている活動の概要や作品の見

学等をさせて頂きました。刺し子が生きがいと語る多くの方の交流の場となっているようで

す。スタッフの方も『魚ではなく釣り竿を贈ろう』を信念のもとに活動されています。

大槌刺し子プロジェクト研修 釜石市内視察刺し子の作品多数

小山田の人口 世帯数 男（人） 女（人） 計（人） 比較(11月末)

第１行政区 63 108 98 206 1人減

第２行政区 148 236 241 477 －

第３行政区 162 259 277 536 －

第４行政区 111 195 198 393 1人増

計 484 798 814 1,612 －
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